


ご挨拶

経営理念 「信頼と感謝の気持ちで」

昨今、建設業界を取り巻く環境が大きく変化する中で、私共はお客様のご要望にお応えし御満足いただける仕事を提供できる

ように努力しています。また社会から信頼される企業でありたいと考えております。

信頼とは誠実な仕事の積み重ねなしでは得られません。

経営理念である「信頼と感謝の気持ちで」と言う言葉を忘れずに社員一同誠意を持って行動し、品質、安全、工期を守り関係

者への恩を忘れず深い感謝の念をもって一つ一つの工事に携わって参ります。

会社沿革

平成19年

7月

秋山金属工業(株)の子会社として設立。

代表取締役に志賀豊彦を迎え、主に人材派遣業と安全関係の物品販売に携わる。

平成19年

12月

一般建設業の許可（建築工事業・鋼構造物工事業他）を取得。

平成21年

6月

同じく子会社であった株式会社アクト21とともに資本を独立し、同アクト21の100％子会社として改修

工事等の実績をあげる。

平成25年

12月

同年9月秋山金属工業㈱より、同社社員を移行し、発注者(大手ゼネコン）の新規工事を引き継いで受注し

施工を行う。

平成26年

10月

本社を江東区亀戸より同大島に移転。

代表取締役の志賀豊彦が退任し、会長 秋山恭一郎、代表取締役社長 中川友二が就任する。

平成30年

7月～

令和3年

12～14期決算として年平均売上高　1,527百万

経常利益 25百万を計上。

代表取締役社長　　渡辺 敏明
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平成29年

10月
持株会社　秋山ホールディングス株式会社設立に伴い100％子会社となる。

6月

令和3年

9月
前代表 中川友二の逝去（同年7月）に伴い新代表取締役社長として渡辺敏明が就任。



会社概要

社名 株式会社タイアップ21

住所

〒136-0072 

東京都江東区大島3-15-17

TEL：03-5836-6080（代）　FAX：03-3685-7669

役員構成

代表取締役会長 秋山 恭一郎

代表取締役社長 渡辺 敏明

専務取締役 沖 利昭

会社設立 平成19年7月19日

資本金 1,000万円

事業内容
1. 建築用金物及び鋼構造物の設計・施工

2. その他事業

取引銀行

りそな銀行　亀戸支店
三菱東京UFJ銀行　亀戸北口支店

千葉興業銀行 西葛西支店

主要取引先

大成建設 株式会社

株式会社 大林組

株式会社 竹中工務店

他大手　準大手ゼネコン

協力団体 秋友会（協力業者）　50社
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アクセスマップ

地図データ ©2017 Google, ZENRIN

〒136-0072 東京都江東区大島
ルート 保存〒136-0072 東京都江東区大島３丁目

１５-１７

拡大地図を表示

…

株式会社タイアップ21

住所：〒136-0072　東京都江東区大島3-15-17 メタルアークビル2F

TEL：03-5836-6080（代） ／ FAX：03-3685-7669

交通アクセス：

都営新宿線 西大島駅　徒歩7分

都営新宿線 大島駅　徒歩10分

JR亀戸駅　徒歩12分

Copyright© Tie Up 21 CO.,LTD. All rights reserved











当社 環境活動計画

資源と多量に消費する産業の筆頭に建設業があります。又、次世代に渡す地球環境を考えて、当社は下記の事を厳守して次世代へ

の環境活動に向けて取組みます。

当社 環境活動計画

環境活動方針 実施事項

具体的活動

・パトロール時に、下記項目の実施状況を確認のうえ指導強
化を図る。
・職種毎に具体的な好事例を抽出し、水平展開する。

（1）廃棄物の削
減・リサイクル・
適正管理

（1）省梱包・無
梱包の工夫

再利用出来る梱包ケース、かよいパレットの使用等

（2）分別・収集
ルールを厳守

送り出し教育実施徹底による周知を図る

（3）ゼロエミッ
ション設定作業所
での廃棄物の発生
抑制、再利用及び
分別の徹底

プレカットにより廃棄物の発生を抑制する

（4）廃棄物処
理、リサイクルに
ついての法令遵守

再利用しない残材、梱包資材等の「廃棄物」を持ち帰らず、作業所内で分別
し、作業所へ渡す。

（2）CO2排出量
の削減（工事用使
用電力量の削減含
む）

（5）資材搬入者
両待機時のアイド
リングストップ及
びエコドライブの
推進

エコドライブによるメリットを理解し、環境意識の向上に努める
CO2削減、燃費向上、修理費等の経費削減等

（6）省電力・省
エネ・節水を心が
ける

不使用時の消灯・電源OFF、節水への協力をこまめに行う

（3）有害物質
（石綿・PCB・汚
染土壌等）の適正
管理

（7）改修工事に
おける石綿の除去
工事では「石綿
則」ほか法令を遵
守し適正管理を行
う

有資格者の配置と適正処理及び適正管理
危険物・有害物持込使用届を提出し適正管理をする

（8）現場で使用
した刷毛・ロー
ラー等の洗浄水を
雨水側溝・道路側
溝に直接流さない

通常継続作業時は、塗材料を外部に排出せず、最終作業完了時に凝固材等
で固化し、産業廃棄物として処理する

（4）地域活動へ
の参加

（9）環境ボラン
ティア活動への積
極的参加

作業所周辺の清掃、打ち水、緑化等の地域協力活動推進
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当社 安全活動計画

企業がいかに栄えても、そこで働く従業員、作業員、関係者が不幸になるのでは企業の存在意義が問われます。当社は下記の事を

厳守し、無事故無災害の達成に向けて取組みます。

危険作業はしない・させない

（1）安全重点項目の実地
1.「送り出し教育」を実施し、災害防止に努める
2. 2m以上の墜落災害ゼロの徹底
3.「あわてない」を徹底する

（2）健康管理を徹底する
1. 日常の健康チェックを徹底する・定期的に血圧測定を励行する
2. 1年以内に1回以上の健康診断を実施し、そのフォローをする
3. 作業前に作業員の健康状態をチェックし、適正配置を行う　朝礼時の顔色チェック

（3）安全教育を徹底する
1. 職長教育の受講及び職長再教育、安全衛生責任者の受講に積極的に参加させる
2. 自社において、安全大会・安全研修を開催し、安全意識の向上に努める
3. 雇入時における身元の確認と安全教育を実施する

1）墜落・転落災害の防止

・ 安全帯の徹底使用・・・作業開始時に作業の方法・手順を作業員是認に周知、徹底させ
ると共に、安全帯使用を徹底させる。
※ 作業開始前に作業場所の手摺・開口部のふた・支柱・親綱・安全ネット・安全標識等の
安全設備の確認をする。

2）外部足場作業における
墜落災害の防止

・ 作業前の点検の徹底・・・開口部・床端部周り・垂直・水平養生・手摺・筋交い・支
柱・親綱・安全標識
・ 安全帯は、いかなる時も使用、フックは腰より上
・ 安全設備の変更は、元請社員さんの指導を受ける。作業後直ちに復旧
・ 上下作業の禁止
・ 作業後の点検の徹底・・・筋交い・水平ネット等の確認・残材の徹出

3）溶接・溶断作業による
火災防止

1. 可燃物に近接する溶接作業は、事前に行程会議等で行程調達する
2. 職長は火気使用届の提出と可燃物の撤去・養生等を指示・確認する
3. 消化設備（消化器・防火水・防火砂）の設置と作業終了後の「残り火」確認をする

4）のび馬使用時の墜落災
害の防止

・ のび馬の適正使用の徹底・・・昇降の際には必ず両手を空け、のび馬に対面して昇降す
る。
・ KY活動の徹底・・・脚部滑り止め及び伸縮固定金具の点検をする。設置場所はのび馬
が安定する場所とする。無理な姿勢での作業禁止。

5）重量物台車による運搬
災害の防止

1. 人荷用エレベーター・建設用リフトの積載荷重の事前確認と制限を厳守する
2. 運搬通路上の障害物、開口部、スリーヴ穴及び段差等を点検し修正する
3. 走行の際は、前後で声を掛合いゆっくり移動する

6）第三者災害の防止
・ 風散養正の完全実施・・・作業中及び作業後の片づけさせる。
・ 飛来・落下防止対策の徹底・・・作業手順書に資材・工具の飛来・落下防止策を定め、
作業員に周知徹底させる。

7）適正配置の徹底

・ 送出教育の確実な実施と入場1週間までの作業員のフォロー
・ グリーンファイルの整備と活用
・ 声掛け運動の励行
・ 朝礼時等における健康・顔色チェック

8）健康障害の防止

1. 事業主は定期健康診断を年1回以上実施し結果の確認と有所見者の治療をフォローする
2. 職長は安全常会、朝礼で部下の顔色、健康状態をチェックし適正配置をする
3. アーク溶接、サンダー作業者は必ず正規の防じんマスクを着用する（3年毎に、じん肺
特殊健康診断を受診する）
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	営業案内 ｜ 株式会社タイアップ21
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